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FPS のプロジェクト活動費への適用性  

（FPS チュキサカ事務所聞き取り結果）  
 

１．調査日時 2005 年 3 月 15 日 16:30-18:30 

2005 年 3 月 17 日 10:30-12:00､17:00-18:30 

２．調査場所 FPS チュキサカ事務所（代表者：Ricardo Gonzalez Laguna）  
（17 日は、SFX 大学 PCM 会場）  

３．出席者  

(1) FPS 側  

Alfredo Zelada Estrada（Jefe de Evaluación(評価担当責任者)）：   

Ingeniero civil（土木技術者）：FPS 業務歴 3 年 2-3 カ月  

Rodolfo Sánchez Villena（Jefe de seguimiento(フォローアップ担当責任者)）：  

Ingeniero civil（土木技術者）：FPS 業務歴 9 年（FIS の時代から）  

Rosario Osorio Zamord（Técnico operativo(技術者)）：  

Agronomo（農業技術者）：FPS 業務歴 3 年 4 カ月  

 
注  1) FPS 事務所側の回答者たちは業務歴が十分ある実務者なので、信頼できる情報が得  

られたと考えられる。  
2) 17 日は、Rosario 技術者が対応。  
3) FPS チュキサカ事務所の組織図は付属資料 9（図 2）のとおり。  

 

(2) 調査団  

蔵本団長、名井（協力企画）団員、吾郷専門家（ JICA 個別専門家：農牧省派遣）、

山岡（農業制度）団員、通訳  

（17 日は、山岡、通訳が聞き取り）  

 

４．調査結果  

(1) FPS 資金を利用可能な経費項目  
     プロジェクトの実施予定地市町村及び必要と想定される費用を別紙 1 のとおり

提示して、FPS（Fondo Nacional de Inversión Productiva y Social：国家生産性社会
投資基金）の適用の可否を訪ねたところ次の費用が可能とのことであった。  

   また、それぞれの項目に関して、金額等の制限事項があるとのことであった。  

①小規模灌漑施設の建設  

   灌漑面積が 100ha 以下であること。予算額上限は新規整備で 1ha あたり 2,500

ドルまたは一戸あたり 4,500 ドルである。  

②道路改良  
新規建設は対象外で既存の改良のみ対象。1kmあたり 15,000ドルが上限である。 

③共同苗畑の建設  

   家内苗畑は対象外。予算上限はなし。  

 

付属資料 10 
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④水道設備の建設  

   新規建設の場合、予算は 1 戸 1 蛇口あたり 600 ドルが上限。  

 
注 1) 灌漑施設と水道施設が一体となった営農飲雑用水施設は認められない。水道施

設では塩素消毒が求められ、灌漑用水では塩素消毒が不要であるから両者は区

別されないといけないとのことである。  

注 2) 上記①～③は、Sector Productivo（生産分野）に区分される。④は、Sector Social

（社会分野）に区分される。  

 

     以上の FPS 資金を利用可能な経費項目は、施設の建設のみである。また、ソフ

ト的な費用としては、建設された施設のフォローアップのために 30 日間の施設の
運転管理のための研修が事業費の 5％以内で認められるのみである。  

     本プロジェクトで想定される普及員等による営農支援への適用はできないとの

ことである。  

  

(2) FPS 資金の採択状況  
     チュキサカ県での FPS 資金の採択状況は、20～25％程度とのことであった。  

   2001 年に約 1600 件、約 4 千万ドルの申請があり、約 1 千万ドル分を採択した。  

     毎年の採択額を累計すると 2004年度末には約 2千万ドルに達しているとのこと

であった。  

 

(3) 採択率が 25％程度にとどまっている理由  
   FPS チュキサカ事務所に割り当てられた金額はすべて採択しており、申請され

て採択できないものは、資金が無いためとのことである。  

   採択されなかった申請事業は、採択待ちリストに登録される。  

 

(4) 経費項目毎の採択難易  
     FPS 資金は、分野ごと、資金ドナー毎に運営されているが、分野ごとの採択の

難易は時期によって変化する。市町村もその辺を意識して、FPS チュキサカ事務

所に電話で問合せ、採択の可能性の高い分野に申請を提出してくるとのことであ

った。  

 

(5) 市町村の FPS 資金の申請能力  
     2001 年には、市町村からの申請は 90％が内容に不備があり、修正が求められた。

しかし、2004 年にはその数は 10％になったとのことである。  
   その間に、FPS では申請のガイドブックを整備し市町村に配り、申請書作成の

セミナーを実施したとのことである。  

   修正となった申請も却下ということではなく、修正を指示して再提出させいる

とのことである。  
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(6) 対象市町村の FPS 資金の申請状況（2002 年 5 月末時点）  
    本プロジェクト対象の 1 市 3 村の FPS 資金の申請状況は、次のとおりである。

FPS に受け付けられた後の申請の段階（登録、事前評価、評価及び承認）を表 1

に整理した。本プロジェクトの対象市町村は、いずれも FPS への申請し登録以上

の段階に達する経験を有する。  

 

表 1 プロジェクト対象市町村の FPS 資金の申請状況（2002 年 5 月末時点）単位：件  

 

(7) 対象市町村のカウンターパート資金の負担割合  
FPS 資金での事業実施には、市町村は事業費の一定割合を負担しないといけな

い（カウンターパート(CP)資金）。負担割合は、市町村の貧困指数と事業区分で
決まる。本プロジェクトの対象市町村の CP 負担割合は表 2 のとおりである。  

 

表 2  対象市町村のカウンターパート資金の負担割合（％）  

 

(8) 対象市町村の PNC から見た FPS 資金の CP 資金負担の可能性  
     対象市町村に割り当てられている PNC（Política Nacional de Compensación：国

家補償政策）の金額と事業予算額及び残額を表 3 に示す。各市町村はいずれも残

額があり、FPS 資金による事業の CP 資金負担が可能である。  

     なお、表中の PNC の金額は、国民対話法 2000 に基づくもので、2001 年から 2004

年の 4 年間を対象に定められたものであるが、2005 年以降の期間に向けて改訂が

行われていない。  

      また、市町村の予算は PNC 以外に自己収入があるとのことであるが、FPS 事務

所では把握していないとのことである。  

 

 

対象市村  承認  評価中  事前評価中  登録  計  

スクレ市  0 17 25 2 44 

ポロマ村  2  1  2 0  5 

プレスト村  0  0  1 0  1 

ヤンパラエス村  7  0  3 0 10 

計  9 18 31 2 60 

対象市村  貧困指数  上水道施

設整備  

灌漑施設

整備  

道路橋整

備  

共同苗畑

建設  

スクレ市  Ⅱ  35 30 30 30 

ポロマ村  Ⅳ  20 15 15 15 

プレスト村  Ⅴ  15 10 10 10 

ヤンパラエス村  Ⅴ  15 10 10 10 
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表 3  対象市町村の PNC 金額及び事業実施済み金額  単位：US$ 

注 1) 対象市町村の共同負担税基金及び拡大 HIPC 資金の割当て金額を別紙 1 に示す。  

注 2) 過年度の負債がある村がある。詳細は、付属資料 11 参照。  

 

(9) 申請の採択基準  
申請の採択の可否は、次の通りとのことであった。  
①市町村からの申請書が妥当であること。  

CP 資金の裏付けや申請のガイドに従っていること。  

②申請時に FPS に資金があること。  

2005 年度は、既にすべての資金の交付先が決まっている。  

③採択は、適正な申請が早くなされたものから採択する。  

申請の早い順では、市町村間で資金の交付にアンバランスができないかと

の問いには、次のような回答があった。  

申請の遅い市町村には、申請を促したり申請のための研修を実施したりし

ているが、FPS では採択にあたっては、あくまでも申請書提出の早い順で、

市町村間のバランスは考慮しないとのことであった。  

 
(10) 申請から承認までに要する期間  

申請が登録されてから実施されるまで 6-7 カ月要する。  

内訳は、評価に 2 カ月、資金確定に 1 カ月、入札に 1 カ月、その他 1－2 カ月

とのことである。  

      ただし、米州開発銀行（Banco Interamericano de Desarrollo、以下 BID）の資金

の場合、初めての内容の申請案件 1 件目の採択にはワシントンでの決裁に 2-3 ヵ

月要した。同種の 2 件目の申請案件は、ラパスの BID 事務所で決裁された。同

種の 3 件目の申請案件は、チュキサカ BID 事務所で決裁されて、期間が短縮さ

れた。BID への生産分野の申請は、チュキサカ県ではまだないので、今後の申請

はワシントンでの決裁が必要となり、件数が増えればチュキサカ BID 事務所決

裁まで簡素化されるとのことであった。  

 
 

 

  

 

対象市町村  PNC 金額（A）  事業実施済金額（B） 残額（C）=（A）－（B） 

スクレ市  997,588.86 656,168.58 341,420.28 

ポロマ村  502,175.24 274,137.10 228,038.14 

プレスト村  294,614.70 168,323.40 126,291.30 

ヤンパラエス村  315,823.97 257,690.84  58,133.13 
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(11) 申請のフロー  
申請の基本的な流れ（世銀資金の場合）は①～⑩のとおりである。  

①市町村の申請  

事業を市町村開発計画（PDM：Plan de Desarrollo Municipal）に位置づけて  

いる必要がある。  

CP 資金を年間事業計画（POA：Plan de Operación Annual）に盛り込む必要  

がある。  

②FPS チュキサカ事務所で事前評価  

③FPS チュキサカ事務所で評価  

5 つの審査基準（1.技術、2.社会、3.経済財政、4.環境、5.組織）で審査し、

申請金額の審査を行う。審査にあたり FPS の技術者が現地に出向くとのこと
であった。FPS 事務所には数台の車があった。組織図では 4 人の運転手が雇用

されている。  

④ラパス世銀事務所で承認  

⑤技術検討会（Comité Técnico：チュキサカの FPS 及び FUPAND の技術者で

構成）で技術的評価  

⑥県プロジェクト審議会（CDAP (Comité Departamental de Aprobación de  

Proyectos)：県、市町村連合で構成）1 カ月に 2 回開催。  

⑦市町村で入札  

        なお、世銀が FPS とは別途に作った FUPAND（パンアメリカ開発基金）の

場合は、上記③は FUPAND チュキサカ事務所が行う。  

        FUPAND チュキサカ事務所は 2004 年 12 月に設置された。FUPAND は生産

分野を対象とする。役割が FPS と重複するが、FPS と FUPAND を競争関係に
置くことで、効率化を図るものとのことであった。  

         FPS と市町村間の手続きのフロー（FPS 内部の手続きは省略）を「別紙 2 図

3 」に示す。  

 

(12) 資金の支払いの流れ  
      採択された FPS 資金の支払いの流れは次の通りである。  

①FPS 事務所 (財務担当 )から SIGMA システムを通じて財務省に手続きする。  

        SIGMA（Sistema Integrado de Gestión y Modernización Administrativa：行政管

理近代化統合システム）は、財務省及び FPS 等の公共部門をネットワークで

結び、財務及びそれらに関係する行政データを共有するシステムである。  

②財務省が事業を受注した企業に資金を振り込む。  

        資金の支払いは、平均約 4 カ月かかっている。支払いの段階で予算の修正が
あったり、CP 資金がなかったりの理由で時間を要しているとのことである。  
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(13) コンサルタントの使用  
      FPS 資金による事業でコンサルタントの使用は、次の 2 つの段階があるとのこ

とであった。  

①市町村の申請事業の最終設計を市町村がコンサルタント（2 名）に発注し、

FPS がその費用を支払う。これは事業費の一部の扱いで、市町村に CP 資金

負担が生じる。市町村が独自にできれば安く行うことも可能とのことであっ

た。  

②建設された施設のメンテナンスの研修のために、FPS 資金事業の中で、コン

サルタント（2 名）を雇用できる。  

 

(14) まとめ  
      FPS を本プロジェクトのボリビア側活動費としての適用性を考察すると、(1)

のとおり適用できる活動が施設の整備・改良に限定されること、(3)のとおり資

金が市町村の申請に対し不足していることから、本プロジェクトのボリビア側の

主たる活動費とすることは困難であり、かつプロジェクト活動に連動して適正な

時期に資金を獲得することは困難である。  
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別紙 1 

FPS チュキサカ事務所に FPS 資金の適否を聞き取った事業項目  

 

１．プロジェクト対象市町村  

スクレ市農村部、ポロマ村、ヤンパラエス村、プレスト村  

 

２．プロジェクト実施で必要とされる費用として質問した項目  

(1) 土壌保全技術の普及員の雇用（人件費） 

(2) 土壌保全技術の普及員の活動費（旅費、事務費） 

(3) 土壌保全技術の個別技術に関する外部講師（ボリビア人）の謝金 

(4) 優秀大学生の学位取得と連動させての市町村への派遣 

(5) 土壌保全のための植林の苗購入、苗育成のための借地の費用 

(6) 営農飲雑用水施設の整備費 

(7) 集落道路の整備費 

(8) 集会所･作業場の建設費 

(9) 住民のグループ活動への補助（ミシン、機織り機、木工道具等の提供）  

 

３．回答概要  

FPS チュキサカ事務所の回答では、 (1)～ (4)、 (8)及び (9)は適用できない。 (5)～ (7)は

適用可能であるが、(5)は共同苗畑のみが対応可能であり、(6)は上水道施設または灌漑

施設に分けて申請できるとのことであった。詳細は本資料 4(1)参照。  

 
表 1  対象市町村の共同負担税基金及び拡大 HIPC 資金の割当て金額 (2002 年 ) 

注 1) 各金額の出典は次のとおりである。  
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10101 
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10103 
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10302 
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10602 
注 2) 計欄下段 ( )内、ドル換算値（1US$=8.1Bs.）  
注 3) 過年度の負債がある村がある。詳細は、付属資料 11 参照。  

対象市町村  人口（人） 
大衆参加法共同

負担税基金（Bs.） 
拡大 HIPC 資金  
（Bs.）  

計（Bs.）  
（US$）  

スクレ市（Sucre） 215,778 30,483,494 8,594,408 
39,077,902 
（4,824,432）  

ポロマ村  
（Poroma）   16,101  2,372,987 2,934,725  5,307,712 

  （655,273）  
プレスト村  
（Presto）    8,892  1,325,090 1,571,451  2,896,541 

  （357,598）  
ヤンパラエス村  
（Yamparaez）   10,013  1,615,123 1,102,782  2,717,905 

  （335,544）  
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別紙 2 

図3 FPSのプロジェクト申請手続き(FPSと市町村のやりとり）

FPS：市町村に情報伝達

市町村：必要な事業選択

市町村：申請書準備

市町村：申請書提出

FPS：事業の実効性
の事前評価

FPSと市町村：
協定書締結

FPS：事業の評価

FPS：事業の承認
FPSと市町村：
交付契約書締結

市町村：事業着手

FPS：実施事業に支払い

請負業者：事業引渡し

市町村：建造物の維持管理

市町村：請負業者
選定(入札） 市町村：請負

業者及び監督
者との契約

YesNo

No Yes

(所要期間)
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プロジェクト対象市町村の財政状況  
（大衆参加法交付金、HIPC、PNC、FPS 及び負債）  

 

１．対象市町村の大衆参加法交付金及び HIPC 資金の割当て金額  
対象市町村の 2002 年の大衆参加法共同負担税基金及び拡大 HIPC（Highly Indebted 

Poor Countries､重債務貧困国）資金の割当て金額を表 1 に示す。  

 

表 1 対象市村の共同負担税基金及び拡大 HIPC 資金の割当て金額 (2002 年 ) 

注 1) 各金額の出典は次のとおりである。  
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10101 
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10103 
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10302 
http://www.municipio.gov.bo/promati/Asp/RecCopap?MuniID=10602 
注 2) 計欄下段 ( )内、ドル換算値（1US$=8.1Bs.）  

 
 
２．PNC（Política Nacional de Compensación:国家補償政策）  

対象市町村に割り当てられている PNC（Política Nacional de Compensación：国家

補償政策）の金額と事業予算額及び残額を表 2 に示す。  

  なお、表中の PNC の金額は、国民対話法 2000 に基づくもので、2001 年から 2004

年の 4 年間を対象に定められたものであるが、2005 年以降の期間に向けて改訂が行

われていない。  

 

表 2  対象市町村の PNC 金額及び事業実施済み金額   単位：  US$ 

 ※情報提供：FPS チュキサカ事務所  

 
 

対象市町村  人口（人） 大衆参加法  
共同負税基金
（Bs.）  

拡大 HIPC 資金  
（Bs.）  

計（Bs.）  
（$US）  

スクレ市  215,778 30,483,494 8,594,408 39,077,902 
（4,824,432）  

ポロマ村   16,101  2,372,987 2,934,725  5,307,712 
（655,273）  

プレスト村    8,892  1,325,090 1,571,451  2,896,541 
（357,598）  

ヤンパラエス村   10,013  1,615,123 1,102,782  2,717,905 
（335,544）  

対象市町村  PNC 金額 (A) 事業実施済金額 (B) 残額 (C)=(A)-(B) 

スクレ市  997,588.86 656,168.58 341,420.28 

ポロマ村  502,175.24 274,137.10 228,038.14 

プレスト村  294,614.70 168,323.40 126,291.30 

ヤンパラエス村  315,823.97 257,690.84  58,133.13 

付属資料 11 
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３ . FPS 事業の申請状況 (2002 年 5 月末時点 ) 
各市村の FPS 事業の申請状況は、次のとおりである。FPS に受け付けられた後の

申請の段階（登録、事前評価、評価及び承認）を表 3 に整理した。本プロジェクト対

象市町村は、いずれも FPS への申請し登録以上の段階に達している経験を有する。  

 

表 3 プロジェクト対象市町村の FPS 資金の申請状況（2002 年 5 月末時点）単位：件  

 

４．負債  
  PCM ワークショップに参加したプロジェクト対象市町村の関係者から市町村が

過年度の負債を抱えているとの情報が寄せられたので、規模の小さい 3 村に関して

負債の有無、本プロジェクトへの対応の聞き取りを行った。  

 それぞれ負債を抱えた村は、苦しい財政の中、JICA 技術協力プロジェクトへの参

画を望み CP の資金の確保を検討している。  

 

(1) プレスト村（Presto）  

情報提供者：ホセ・ロメロ村長（2005 年 1 月 13 日就任）  

負債内容：1997 年からの負債（金額：約 1 百万 Bs.）がある。  

返済計画：2005 年度に負債の 50％を返却する予定で村の年間事業計画（POA）
に入れている。返済は大衆参加法交付金で行う予定である。  

JICA プロジェクトへの対応：HIPC 及び自己収入で対応する予定である。  

   自己収入は、年間約 15,000Bs.である。  

 

(2) ポロマ村（Poroma）  

情報提供者：カルメン人間開発担当（このような担当を置いている村は珍しい  

      とのこと、また、同村の村長はスペイン語があまりしゃべれず彼  

女が通訳していた。）  

負債内容：2002 年からの前村長時の負債がある。  

村長が交代して約 2 カ月を経たが引き継ぎがなく、負債の全体額は

不明である。現在把握している負債は、約 60 万 Bs.である。  

負債の内容は、NGO への支払い、建設工事費、光熱水道費等である。
また、2005 年度予算も前村長が既に 12 万 Bs.を使ってしまっている。 

返済計画：負債額の確定及び債権者との返済方法の協議をすすめている。  

JICA プロジェクトへの対応：現在生産開発分野に重点を置いた 2005 年度の年  

対象市村  承認  評価中  事前評価中  登録  計  

スクレ市  0 17 25 2 44 

ポロマ村  2 1 2 0 5 

プレスト村  0 0 1 0 1 

ヤンパラエス村  7 0 3 0 10 

計  9 18 31 2 60 
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間事業計画を承認中である。CP 資金は別途取っているので、JICA プロジェク  

トにはそれで対応したいと考えている。  

 

(3) ヤンパラエス村（Yamparaez）  

情報提供者：マティリアノ・マランシビア村長（2005 年 1 月就任）  

負債内容：50,000 ドルの負債があり年末までに支払わないといけない。  

この額は、村への交付金の 20％にあたるので財政は厳しい。このよ

うな事態になったのは、事業の優先度を考慮せずいろいろな事業に

着手した結果である。  

返済計画：現在、今後の事業の優先順位の検討や負債の支払い方法の交渉を行

っている。  
JICA プロジェクトへの対応：事業の優先付けで、水土保全は高い優

先度としており、それに向けて組織や技術の強化を考えているとこ

ろで、プロジェクトの内容は、自分たちがやろうとしている方向な

ので、普及員の雇用等対応していきたいとのことであった。  
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チュキサカ県経済開発計画（一部抜粋・仮訳） 
 

EL PROYECTO（計画） 

 30年という長い間、草地である周縁地域を生産セクターに統合する提案がなされてきた。

これは基本的に民間企業が行うべきである。県は 2000の集落に存在する 7万 8千世帯の小

規模農家に対し農作物の提案・取り纏め・奨励のみを実施する。 

 

生産が始まれば都市部の住民が収穫から集荷、出荷、加工、流通、輸出にまで関わるこ

とが可能となる－これこそがこの計画の基本である。飽和状態にある国内市場向けにジャ

ガイモ及びトウモロコシを生産し続け、価格を下げる代わりに、国外市場に向けた生産へ

と転換することを提案する。現行の生存維持レベルの生産から市場に向けた生産へとメン

タリティの切り替えが求められている。 

  

 さらにこの計画は、年率 10％の成長率で年間輸出額を 70万 US＄から 77万 US＄へ増加

するといった経済的インパクトをもたらす大規模なものでなくてはならない。この地方は

これといった産業がなく、財政問題を解決するためには新しいアプローチを取る必要があ

る。 

 

 輸出作物としてタラ（タンニンが取れる木）、オリーブ、アボカド、イチジク、モモ、

ブドウ、パッションフルーツ、ゴマという 8品目を奨励する。畜産分野ではウシ、ニワト

リ、ブタ、ヤギ、ミツバチの 5品目を奨励する。農民は、天候、土壌、水利条件及び土地

の利用状況、資金、輸送手段といった個々の状況に応じ、これらの中から品目を選ぶこと

ができる。 

 

 本計画の投資額は 1億ドルに上ると考えられるが、7万 8千世帯が発展するには 30年を

必要とすると見込まれる。 

 計画では、当初、苗を購入し、栽培～収穫を得るまで、年間 300（ボリビアーノス／農

家）を費やすが、その後収益を得だすと事業拡大のために再投資を始める。最初数年の収

益は微々たるものであるが、後には自ら資金を調達しつつ急速に成長できる。これこそが

この提案の最も注目すべき点である。なぜなら、公的資金を必要とせず、計画の普及及び

民間生産セクターの組織化を行うために 2007年までの 3年間で 100万 US＄を要するだけ

で済むからである。 
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実 施 協 議 

 
 本案件の実施協議は、JICA ボリビア事務所により 2005 年 10 月に行われた。同協議で

は、主にプロジェクトの指標についてボリビア側関係機関と討議され、その結果が R/D

及びミニッツに纏められた（別添参照）。2005 年 3 月の事前評価調査時からの変更点は以

下のとおり。 

 

１．PDM 
変更項目 事前評価調査時の記述 実施協議時の記述 変更理由 

上位目標 
の指標 

Various municipalities apply the  
method of rural development  
produced by the Project. 

8 communities apply the method 
of rural development produced  
by the Project. 

より具体的に 
するため 

プロジェ 
クト目標 
の指標 

In the model communities,  
1. The human resources are  

developed. 
2. The model communities are  

organized. 
3. The funds for rural  

development are prepared. 

In the model communities, 
1. 30 persons for sustainable  

rural development are  
developed. 

2. 8 model communities are  
 organized. 
3. The funds for rural  

developments are prepared  
in 8 model communities. 

同上 

成果 1 の 
指標 

1. The curriculums, texts and  
materials of the training are  
parepared. 

1-a. The curriculums, texts and  
materials of the training are 
parepared. 

1-b. X lectures with appropriate  
quality are developed.  

育成される講師 
の質や数につい 
ても指標として 
設定。 
具体的な人数に 
ついては後日設 
定。 

成果 2 の 
指標 
 
 

The plans of community  
development are elaborated. 
 
 

The plans of community  
development of 8 model  
communities are elaborated. 
 

どこの開発計画 
なのか不明瞭で 
あったため、明
記。 

成果 3 の 
指標 

3. The application forms to  
obtain the funds are  
submitted. 

3. The application forms to  
obtain the funds are submitted  
from 8 model communities. 

誰が提出するの 
か不明瞭であっ 
たため明記。 

日本側投入 Dispatch of 2 long-term experts Dispatch of long-term experts 一般的な記載型
に修正。 

なお、指標についてはプロジェクト開始後早期に再検討を行うこととする。 

 
２．専門家の分野について 

派遣する専門家の分野は 

1) チーフアドバイザー（短期） 

2) 研修／実施体制整備（長期） 

3) 業務調整／参加型開発（長期） 

とし、これら以外に、必要に応じて短期専門家を派遣することとする。 
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1．R/D・ミニッツ（英文）  

2．R/D・ミニッツ（西文） 
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